
水と緑と花のまち

市政だより

嘉昭和49年6月15日 No. 735 

交通事故相談日

6 月25日(火)

市役所第1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい
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i器も翠く社会饗擦を
県下でも少ないリハビリテーション (機能回復訓練

棟)は.脳卒中後遺症とか、むち打症などの交通事故

障害、五十肩 ・腰痛 ・外傷の治療を積極的に行う施設

として、 3年前にスタート しました。

それまで回復治療が思うようにいかなかった、 たく

さんの患者さんが‘乙の施設を利用して社会復帰をし

ており、皆さんから大変喜ばれています.

医師・看護婦 ・訓練士の指導によって、 治療には電

気治療 ・*治療 ・機能訓練などがあります.

水治療には歩行訓練用の大きい 「フロ」や寝たまま

入浴できる 「ハーバードタンク」全身にシャワーを浴

びせて刺激を与える装置、機能訓練には歩行や腕、指

先の運動訓練などがあり ます。またパックウオーマ、

パラフィ ン浴などの温熱治療もあ り、 市民の医療セン

ターとして、 患者さんが1日も早く社会復帰できるよ

うに、市立病院は治療訓練に専念しています.
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良
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の
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参
議
院
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投
票
日

①

①

①
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7
月

7
日

来
る
七
月
七
日
に
は
、
第
十
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
選
挙
で
は
、
全
国
選
出
議

員
五
十
四
人
、
地
方
選
出
議
員
七

十
六
人
、
計
百
三
十
人
の
議
員
が

改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

ご
承
知
の
よ
う
に
我
が
国
の
社

会
経
済
は
、
重
大
な
激
動
の
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
.
乙
の
時
に
あ

た
り
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
は
、
七
十
年
代
後
半
の
日
本
の

国
政
の
方
向
を
き
め
る
極
め
て
重

要
な
意
義
を
有
す
る
選
挙
で
す
.

昭和49年6月15日
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参
議
院
議
員
長
崎
県
選
出
議
員

宿
凋
の
立
会
慣
説
会
を
次
の
と
お
り
行

一

会

一

会

い

ま

す

の

で

多

数

と

来

場

下

さ

い

…

一

一

己
~
私
た
ち
の
一
票
が
代
表
者
党
決

一
説

一

H

め
る
の
で
す
・
候
補
者
の
政
見
を
一

一

?
、

一

目
よ
く
聞
い
て
、
人
物
を
よ
く
見
、

一

在

一

日

よ

く

知

り

、

よ

く

考

え

て

悔

い

な

~

一

一

l

く
六
年
間
ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き

一

会

一

幻

る

立

派

な

人

を

選

び

ま

し

ょ

う

・

…

一

立

一

月

日

時

六

月

二

士

一

百

6

午
後
七
時
か
ら

場
所
市
民
会
館

~ 

参

議

院

議

員

選

挙

有
権
者
の
す
べ
て
が
参
議
院
の

性
格
と
、
そ
の
国
政
上
に
占
め
る

重
要
性
を
よ
く
認
識
の
う
え
、
こ

ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
レ
自
由
な
意

志
に
基
づ
い
て
自
覚
あ
る
投
票
を

し
ま
し
ょ
う
.

(
写
真
は
前
回
の
開
票
風
景
)

。
投
票
所
の
入
場
券

6
月
日
日
に
配
布

投
票
所
入
場
券
は
、
六
月
十
五

日
比
各
町
務
連
絡
員
を
経
由
し
て

発
送
し
ま
し
た
.
も
し
も
入
場
券

が
届
か
な
い
人
は
、
各
町
務
連
絡

員
ま
た
は
、
関
係
出
張
所
あ
る
い

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
.

7
月

7
日

O選挙公報の配布

6月29日ごろ

選
挙
公

報
は
、
六

月
二
十
九

日
ご
ろ
配

布
予
定
で

す
.
よ
く

読
み
、
よ

く
考
え
て

投
票
の
資

料
に
し
ま

し
ょ
う
。

。
投
票
時
間
が
延
長

午
後
7
時
ま
で

乙
ん
ど
の
選
挙
は
、
特
別
に
一

時
間
投
票
時
聞
が
延
長
さ
れ
ま
す

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

レン

七
月
七
日
の
投
票

日
に
は
、
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

火
災
と
ま
ち
が
え
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ

B
h
v
 

。投票日にサイ

午
前
七
時
(
投
票

開
始
時
刻
)
に
一

分
間
吹
鳴
し
ま
す

投

票

日

尾

武
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松

。
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
にさ

ん

前
委
員
長
福
島
房
一
さ
ん
が
、

一
身
上
の
都
合
で
退
任

新
委
員
長

松

さ
れ
、
新
た
に
次
の
人
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

尾

武

新

委

員

福

。
不
在
者
投
票

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
.

-
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
、

職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の

人
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
の
人

①
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
ま

た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め
歩

行
が
著
し
く
困
難
な
人
(
在
宅

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

①
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出

重

薫

し
た
人
ま
た
は
転
出
予
定
の
人

他
市
町
村
か
ら
大
村
市
に
転
入
さ

れ
て
、
ま
だ
大
村
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
(
本

年
三
月
十
二
日
ま
で
に
住
民
登
録

の
届
出
を
し
た
人
は
登
録
さ
れ
ま

す
)
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
登
録
地
に
、
官
幸
一昌
吉
百
を
添
え
て

請
求
を
し
て
下
さ
い
.

-
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
お

よ
び
時
間

六
月
十
四
日
か
ら
七
月
六
日
ま

で時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
土
・
日
曜
含

む
)

-
不
在
者
投
票
の
場
所

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

な
お
、
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

電
話

①
|
三
五
六
四

/ 
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年
金
額
の
引
き
上
げ

9
月
か
ら
日
・

1
%

乙
の
度
国
民
年
金
法

一
部
改
正

法
案
が
国
会
を
通
過
し、

物
価

ス

ラ
イ
ド
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
今

年
九
月
か
ら
年
金
額
の
引
き
上
げ

が
実
施
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た

国
民
年
金
保
険
料
も
五
十
年
一

月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
き
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
額
の
改
正
内
容
に

つ
い
て
は
改
め
て
掲
載
し
ま
す。

り

V

保

険

料

改

正

内

容

おおむ

四円肖 円九O肖 6円台肖 |で二且分十ま四分か且ら刊岡割年 1
fT打

市

明

gO 
円

J O 
円

Il 

l 

5O
円

i2
、iTυ 
i 
改

正

市政だより(3) 

身
体
障
害
者
世
帯
、
母
子
世
帯

引
揚
者
世
帯

(新
規
)
炭
鉱
離
職

者
世
帯
、
老
人
世
帯
の
人
マ
現
に

住
宅
に
困
窮
し
既
設
の
公
営
住
宅

に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各

団
地
ご
と
に
優
遇
抽
せ
ん
の
取
扱

い
を
し
ま
す
の
で、

申
込
書
を
市

建
築
課

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

申
込
書
は
市
建
築
課
、
ま
た
は

市
民
課
、
西
大
村
、
竹
松
出
張
所

市
内
の
視
力
障
害
者
に
も
市
政

り
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

に
あ
り
ま
す
.
な
お
詳
し
い
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
は
六

毎
月
一
・
十
五
日
発
行
の

「
市
政

は

、
直
接
建
築
課
へ

お
問
合
せ
下

月
一
日
か
ら
「
芦
の
市
政
だ
よ
だ
よ
り
」
を
要
約
し
て
カ
セ

ッ
ト

さ
い
。

、，
-
1
・t
、f
・，，，
h
.
2
・‘re--J
、、，
2
・6
-
E
T
f
，J
R
J
-
、J
-
-
J
K
Y
-
-
r
、f
三

JEt--z
、J
1
r
k
y
-
-z
r
、-
f
h
r
-
-
f
、，F
-5
t
F
-ee-
r
、『f
e
J
e
-ごご、
J
-
-
E
t
-
-2
1
r
、J
2
.
，，
-z
-
L
E
-
-‘
t
、J
一二，f
，

生

み

参

だ

議

す

院

V

刊
年
度
納
入
書
の
保
険
料
額

| 
所比明力得 日

保世者

五
年
年
金

震警 l| 
i 
金

入被

保皇

種

類

の

i J211事
言 き円 ll 

g 
PI 

三

九
口
口

円

十一
十

十
一

分月 三

期
分

回

E 
口
口

問 i JElh1f 

視

力

障

害

者

に

「
声
の
市
政
だ
よ
り
」

+J 
1
1
カ

届
1

す

額

1

で

税
1

み

得
1

済

所
l

お

原
爆
特
別
被
爆
者
、

健
康
管
理

ト原爆特別被爆者→

手
当
受
給
者
で
、
ま
だ
所
得
税
額

屈
の
申
請
+
守
さ
れ
て
い
な
い
人
は

早
く
申
請
を
し
て
下
さ
い

詳
し
く
は
市
社
会
課
へ
お
た
ず

ね
下
さ
い

ぜ¥

テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、
市
内
の
視

力
障
害
者
協
会

(福
田
熊
重
会
長

会
員
五
十
人
)
に
お
願
い
し
て
会

員
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
最
初
と
最
後
に
音
楽
が

入
り
、
市
政
に
関
す
る
こ
と
、
お

知
ら
せ
事
項
な
ど
約
八
分
間
に
ま

申込

身障者など優遇抽せん

の公営住宅

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
乙
の
テ

i
プ
を
五
本
配
付

し
て
い
ま
す
が
、
市
内
の
視
力
障

害
者
で
協
会
に
加
入
し
て

い
な
い

人
で
も
、
福
祉
事
務
所
に
申
込
め

ば
貸
し
出
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用

下
さ
い
。
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f送 l

昭

和

刊

年

度

市

県

民

税

昭
和
四
十
九
年
度
分
の
市
県
民

税
納
税
通
知
書
を
六
月
十
三
日
に

発
送
し
ま
し
た
.

お
確
か
め
の
う
え
、
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
は
課
税
課
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
.



(4) 

1
1
1
l
J

長
崎
海
洋
気
象
台
の
長
期
予
報

l

A

占

に

よ
り
ま
す
と
、
今
年
の
梅
雨
入

に

止

り

は

六
月
十
日
ご
ろ
で
‘
梅
雨
明

F
『

J
ι
打
J

け
は
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
る
と
の

4
'

叶

斗

，

乙

と

で
す
.
天
候
は
、
前
半
は
雨

-

」

圭

口

量

も

少

な
く
平
穏
で
六
月
後
半
は

'
h

』

〆

に

梅
雨
前
線
が
活
発
と
な
り
、
大
雨

・J
fノ
を

降
ら
せ
不
安
定
な
天
候
が
続
き

れ

の

七

月

に
も
大
雨
を
降
ら
せ
る
と
の

Z
《

-

h

こ
と
で
す
.

τ川
、

こ

〈

梅
雨
の
は
し
り
か
、
さ
き
に
は

ま

ど

五
島
地
方
に
大
雨
を
降
ら
せ
大
き

川
什
け
‘

I
l

な
水
害
を
出
し
ま
し
た
。
昭
和
三

d

ヨ
E

3
門

十

二

年

の

諌
早
、
大
村
大
水
害
、

，
、
，
、
」
砕
す

昭
和
四
十
二
年
の
佐
世
保
大
水
害

《
，

4
4
4

が
あ
り
ま
し
た
。

r
i
l
l
L

災
害
は
、
忘
れ
た
乙
ろ
に
や
っ

…

向

陽

高

校

な

ど

優

勝

一

~

‘

リ
県
高
校
総
合
体
育
大
会
日
〉

「

第
二
十
六
回
県
高
校
総
合
体

ま

た
レ

ス
リ
ン
グ
も
大
村
工

J

育
大
会
は
県
下
で
三
日
間
に
わ
業
高
校
上
滝
豊
久
、
松
永
英
敏

d

ゲ

た
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
林
田
宗
谷
の
三
選
手
が
優
勝
し
一

f

が
、
大
村
市
で
も
ソ
フ
ト
ボ
l
ま
し
た
。

内

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
レ
ス
リ
そ
の
他
そ
う
艇
で
大
村
園
芸
~

γ

ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
山
岳
の
五
高
校
女
子
が
優
勝
、
シ
ン
グ
ル

A

種
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
カ
ル
で
麻
生
富
美
男
(園
高
〉

~

特
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
た
選
手
が
優
勝
し、

総
合
得
点
で
)

、

く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
て
宿
敵
長
崎
水
産
と
優
勝
を
分
ち
合
い

J

O

鶴
鳴
高
校
を
日

l
o
で
破
り
優
ま
し
た
。

J

γ

勝
し
ま
し
た
。

・

り

大雨

おむ

6月後半に

お市政だより白

川
R
u
m
 

白
川
川

円
。
川

年

川
qd
川
4
川

和
川
昭
州

~ 

参

議

院

議

選

挙

員

抑
年
の
大
雨
の
時
の
現
地
調
査

て
き
ま
す
。

梅
雨
に
は
、
と
く
に

と
注
意
下
さ
い
。

雨
期
の
災
害
と
し
て
は
、

O
地
す
べ
り

O
が
け
く
ず
れ

O
床
上

(下
)
浸
水

O
家
屋
の
倒
壊

O
道
路
の
損
壊

な
ど
が
あ
り
ま
す。

水
害
は
、
降
っ
た
雨
が
海
に
流

れ
こ
む
ま
で
に
起
る
が
、
一
時
間

に
百
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
り
続
き

ま
す
と
、
河
川
は
あ
ふ
れ
、
低
部

で
は
浸
水
な
ど
の
被
害
を
大
き
く

し
ま
す
。

。
大
雨
情
報
に
注
意

大
雨
注
意
報
は
、
か
な
り
の
降

雨
が
あ
っ
て
、
被
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
洪
水
注
意
報
は
、
大
雨

7
月

7

長
雨
で
珂
川
の
水
が
増
し
、
こ
の

た
め
河
川
の
堤
防
や
ダ
ム
が
損
傷

し
被
害
が
起
る
場
合
、
大
雨
警
報

は
、
大
雨
に
よ
っ
て
重
大
な
災
害

が
起
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
、
予
想

さ
れ
る
と
き
に
出
ま
す
。
で
す
か

ら
、
よ
く
注
意
し
降
雨
に
よ
っ
て

判
断
し
て
下
さ
い
.

。
平
素
(
事
前
)
準
備

ー

が

け

や
道
路
、
橋
、
堤
防
な

ど
補
修
、
補
強
の
必
要
な
と
乙

ろ
を
発
見
し
た
ら
、
市
役
所
、

出

張
所
、
警
察
な
ど
に
連
絡

し
、
よ
く
整
備
し
て
お
き
ま
し

ト
ム

λ
ノ。

2

自
宅
の
周
囲
を
点
検
し
、
が

け
く
ず
れ
な
ど
の
危
険
な
と
こ

ろ
は、

早
く
補
修
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
.

3

停
電
に
備
え
て、

懐
中
電
灯

マ
ッ
チ
、
ロ
!
ソ
ク
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

4

避
難
す
る
こ
と
を
考
え
て、

非
常
食
糧
、
飲
料
水
、
必
要
な

薬
品
、
ロ

ー
プ
、
現
金
、
そ
の

他
貴
重
品
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

5

避
難
す
る
と
き
の
安
全
な
場

所
、
道
順
に
つ

い
て
家
族
全
員

で
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
.

。
避
難
す
る
場
合

日

投

日

冨E
フすで

-

子
供
、
老
人
、
婦
人
は
早
目

に
避
難
さ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

子
供
に
は
、

名
前
、
保
護
者
名

連
絡
先、

血
液
型
な
ど
を
書
い

た
名
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2

服
装
は
軽
く
て
活
動
に
便
利

な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

3

避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ス
の

元
せ
ん
を
し
め
、
電
気
の
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
な
ど
火
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

避
難
命
令
が
出
た
ら
、
準
備

4 

し
た
食
糧
、
水
、
医
薬
品
、
貴

重
品
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

5

家
族
や
近
所
の
人
と
、
な
る

べ
く

一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う

6

避
難
す
る
場
合
は
警
察
官
、

消
防
団
員
の
指
示
、

誘
導
に
従

っ
て
行
動
し
て
下
さ
い
.

7

家
族
全
員
で
避
難
す
る
場
合

は
、
家
の
戸
締
り
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

危ο

0

0

0

0

0

0

 

険

個

所

を

調

査

市

防

災

会

議

委

員

梅
雨
の
季
節
を
前
に
し
て
市
防

災
会
議
は
五
日
市
役
所
で
対
策
を

協
議
し
、
七
日
現
地
の
危
険
個
所

を
調
査
し
ま
し
た
.

乙
の
目
、
警
察
、
消
防
署
、
消

防
団
、
市
の
関
係
委
員
は
市
内
の

危
険
と
思
わ
れ
る
個
所
を
調
査
し

ま
し
た
。

調
査
個
所
は
主
と
し
て
河
川
の

周
辺
で
し
た
が
、
カ
ー
ブ
に
よ
る

温
水
、
洗
堀
崩
壊
や
、
堤
防
崩
壊

の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

地
形
に
よ
っ

て
は
法
面
崩
壊
の

お
そ
れ
が
あ
る
個
所
も
あ
り
、
特

に
河
川
内
の
「
あ
し
」
の
繁
茂
が

増
水
の
場
合
、
水
害
と
な
る
な
ど

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら
調

査
を
終
り
ま
し
た
。
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注
射
と
検
診

園
六
月
の
日
曜
当
番
医

部

変

更

五
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
六
月
の
日
曜
当
番
医
の
中

で
次
の
と
お
り
一
部
変
更
が
あ
り

ま
し
た
。

十
六
日
の
松
尾
内
科
が
中
村
医

院
に
変
更

三
十
日
の
中
村
医
院
が
毛
利
医
院

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
.

りむおお

6月の日曜当番医

市政だより(5) 

-
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B
・C
-
G
の

予
防
接
種

該
当
者
生
後
六
カ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人

料

金

無

料

※
当
日
は
母
子
手
帳
ぞ
持
参
し
て

下
さ
い
.

日
程
は
下
記
の
と
お
り

生

み

だ

す

参

議

院

試

験

圃
砂
利
採
取
業
務
主
任

者
試
験

試
験
期
日
七
月
三
十
一
日

午
前
十
時

l
十
二
時

試
験
場
所
長
崎
市

願
書
提
出
先
県
庁
経
済
部
企
業

振
興
課

受
付
期
間
七
月
一
日

1
十
日

受
験
手
数
料
千
円

(
長
崎
県
収

入
証
紙
に
よ
り
納
入
)

※
詳
し
く
は
願
書
提
出
先
へ

募

集

日|診療科目 |医院名

!内・産婦人科中村医院

内 科長崎医院

内・皮膚科寺井医院

23 整形外科 松永整形 並松2-4300 

内 科 上田内科 田下5-7035 

科 l毛利医院 |ーノ郷5-8517 
30 外 科 岡崎外科 古町3-1234 

小児科 田川小児科 皆同5-8545 

圃
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会
開
催
臨
時
従
事

員
を
募
集

募
集
人
員

女
子
若
干
名

レ
ー
ス
開
催
中
の
審
判
放

職
種送
員

資
格
市
内
居
住
者

手
続
自
筆
の
履
歴
書
を
持
参

締
切
六
月
三
十
日

申
込
場
所
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
定
会
(
玖
島
郷
十
五

電
①
|
六
一
九
四
)

※
詳
し
く
は
競
定
会
へ

講

習

会

園
刊
ミ
リ
映
写
機
操
作

認
定
講
習
会

主
催
市
教
育
委
員
会

日

時

第

一
回
、
六
月
二
十
七
日

〈
木
)
・
二
十
八
日
(
金
)

第
二
回
、
七
月
十
一
日
(
木
)

・
十
二
日

'(
金
)

午
後
六
時

1
九
時
三
十
分

会
場
中
地
区
公
民
館

対

象

少

年
団
体
、
青
年
団
体
、

一
般
団
体
、
映
写
機
に
関
心
の

あ
る
人

定
員

各
回
三
十
人

受
講
料

無
料

申
込
六
月
二
十
五
日
ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
所
属
団
体
を
電
話

か
ハ
ガ
キ
で
久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館
電
①
l
四
三
二

一へ

認
定
全
日
程
を
終
了
し
、
検
定

合
格
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

催

し

も

の

圃
健
康
づ
く
り
の
タ
ベ

勤
め
人
も
家
庭
の
主
婦
も
近
C

ろ
で
は
歩
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
半
面
、
食
事
の
内
容
は
欧
米
の

水
準
に
近
づ
き
、
太
り
過
ぎ
、
高

血
圧
、
必
臓
病
、
動
脈
硬
化
症
、

心
筋
乙
う
そ
く
、
糖
尿
病
な
ど
と

健
康
を
維
持
し
て
い
く
上
で
の
悩

み
が
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
.

そ
こ
で
市
立
病
院
の
医
師
を
相

談
相
手
と
し
て
、
病
気
予
防
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
、
健
康
，
つ
く

り
の
基
本
的
な
考
え
ぞ
も
つ
た
め

次
の
と
お
り
健
康
，
つ
く
り
の
夕
べ

を
開
催
し
ま
す
.

内
容
・
上
手
な
晩
し
ゃ
く
で
健
康
づ
く

h
ツ
・
太
り
過
ぎ
は
体
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
か

-
病
気
予
防
と
そ
の
診
断
の
あ
り

方
-
子
供
の
病
気
と
看
護
法

-
そ
の
外
健
康
に
関
す
る
乙
と
.

対
象
市
民
一

般

日
時
六
月
二
十
日
、
七
月
十
八

目
、
八
月
二
十
二
日

午
後
七
時
三
十
分

l
十
時

場
所
中
地
区
公
民
館

講

師

市

立

病
院
医
師

市
衛
生
課
長

市
教
育
委
員
会

市
立
病
院
、
市
衛
生
課

主
催
共
催

園
大
村
ギ
タ

l
合
奏
団

第
三
固
定
期
演
奏
会

日
時

六
月
三
十
日
(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

出
演
及
び
賛
助
出
演

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

ム
ギ
タ

l
コ
γ
ク

l
ル
入
賞
者

山
口
修
さ
ん

山
下
和
仁
さ
ん

入
場
券

一
般
高
校
生
以
下

一
百
円
一
百
円

主
催

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団



(6) り

ス
ポ
ー
ツ

-
巡
回
長
寿
ス
ポ
ー
ツ

広
場
の
参
加
者
を

募

集

対
象
六
十
歳
以
上
の
人
で
老
人

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
及
び
一
般
老

人
で
軽
い
体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
が
で
き
る
健
康
な
人

内
容
(
講
義
〉
老
人
の
健
康
生
活

及
び
県
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

つ
い
て

〈
実
技
)
体
操
的
な
も
の
、
ゲ

ム

l
的
、
ス
ポ
ー
ツ
的
、
レ
ク

リ
エ

l
シ
ョ
シ
的
な
も
の

日
時
七
月
三
日
午
前
九
時
三

おおむ市政だより昭和49年6月15日
IIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIOIOIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIOIIIIIIIIIIIIIIIIIIOIOIII11111111111111111111111"'11011111111111101 
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社
会
福
祉
事
業
費
へ

ム
玖
島
郷
の
中
島
健

吉
さ
ん
は
、
亡
妻

チ
ヨ
さ
ん
の
忌
明

に
当
り
金
一
封
を

ム
水
主
町
の
田
口
熊

一
さ
ん
は
、
亡
妻

ツ
ヤ
さ
ん
の
忌
明

に
当
り
金
一
封
を

ム
古
町
六
区
の
三
浦

実
こ
さ
ん
は
、
亡

妻
タ
ツ
子
さ
ん
の

忌
明
に
当
り
金
一

封
を

十
分

l
午
後
三
時
(
昼
食
持
参
)

場
所

市
民
体
育
館

申

込

六

月

二
十
五
日
ま
で
に
市

福
祉
事
務
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
へ

園
壮
年
体
力
つ
く
り

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

内場時期対
容所問日象

三
十
歳
以
上

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時

t
四
時

市
民
体
育
館

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用

軽
ス
ポ
ー
ツ

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込

圃
空
手
道
教
室

日
時

午
後
五
時
l
七
時
(
土
)

ム
森
園
郷
の
松
田
ヒ
サ
子
さ
ん
は

亡
夫
伝
こ
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一
封
を

ム
大
村
商
工
会
議
所
の
空
甲
氷
嘉
片

さ
ん
は
、
役
得
金
を

ム
水
田
一
区
の
石
丸
寅
次
さ
ん
は

亡
父
文
次
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一
封
を

大
村
子
供
の
家
へ

ム
西
中
一

年
五
組

(
代
表
久
田
則

夫
さ
ん
)
の
皆
さ
ん
は
、
子
供

の
日
を
楽
し
く
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
と
小
遣
い
を
出
し
合
っ
た

お
金
を

( ~ 

午
後
三
時

t
五
時
(
日
)

場
所

市
民
体
育
館
小
体
育
室

申
込

問
時
体
育
館
で
受
付

(
池
田
道
場
)

日

時

毎

週

火

・
木
・
土

午
後
六
時
J
八
時

場
所

池
田
住
宅
公
民
館

月

会

費

小

学

生

五

百
円

中
学
生
七
百
円

高
校
生
八
百
円

一
般

千
円

入

会

金

月
会
費

一
カ
月
分

そ

他

の

圃
萱
瀬
出
張
所

7
月
1

日
か
ら
新
事
務
所
で

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
戸

及

び

独

り

暮

し

の

老

人

へ

『

ム
松
山
郷
の
パ

l
N
レ
i
ン
大
村
日

〈代
表
金
子
岩
三
8
ん
)
は
、
さ

戸

く
ら
祭
り
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
ボ

l

一

リ
ン
グ
大
会
を
催
さ
れ
そ
の
収

山

益

金

を

戸

市

立

保

育

所

へ

一

ム
一
の
郷
の
山
下
正
俊
さ
ん
は
、
~

て
長
女
圭
子
さ
ん
の
忌
明
に
当

v

h
，金

一
封
を

交
通
遺
児
見
舞
金
へ

ム
匿
名
氏
か
ら
金
一
封
を

萱
調
出
張
所
は
今
年
一
月
か
ら

新
築
工
事
中
で
し
た
が
、
六
月
二

十
日
完
成
の
予
定
で
す
.

七
月
一
日
か
ら
は
新
築
の
出
張

所
で
就
務
し
ま
す
.

圃
市
役
所
に
車
い
す

身
体
障
害
者
の
た
め
、

次
の
場

所
に
車
い
す
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
.

設
置
場
所

玄
関
入
っ
て
右
側

園
田
植
え
賃
金
決
ま
る

農
業
委
員
会
は
田
植
え
賃
金
な

ど
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
.

こ
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
条

件
に
よ
っ
て
、
多
少
の
違
い
が
あ

り
ま
す。

田
植
え
賃
金
男
女
と
も
一
日
当

り
食
事
付
二
千
円

田
植
え
機
械
に
よ
る
田
植
え

十
ア
ー
ル
当
り
三
千
三
百
円

賃
耕
料
春
田
起
し
十
ア
ー
ル
当

り
三
千
円

i
四
千
円

植
代
か
き
十
ア
ー
ル
当
り
二
千

円
l
二
千
五
百
円

畑
耕
転
十
ア
ー
ル
当
り
二
千
五

百
円

ー、r、戸園園、'̂'

圃
援
護
関
係
業
務
の

現
地
巡
回
相
談

旧
軍
人
軍
属
及
び
遺
族
な
ど
の

援
護
関
係
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
.

期
日
六
月
二
十
六
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

場
所
市
役
所
大
会
議
室

生
存
者
、
遺
族
で
請
求
が
済
ん

で
い
な
い
人
、
種
々
の
問
題
の
あ

る
人
は
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
.

詳
し
く
は
市
社
会
課
へ

圃
雇
用
促
進
住
宅
な
ど

の
融
資

昭
和
五
十
年
一
月
三

受
付
期
限

十
一
日

対

象

者

公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
数
以

上
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る
事

業
主
ま
た
は
そ
の
団
体

貸
付
対
象
施
設
労
働
者
住
宅
及

ぴ
福
祉
施
設
、
職
業
訓
練
施
設

通
年
雇
用
設
備
、
身
体
障
害
者

作
業
施
設
、
心
身
障
害
者
多
数

雇
用
事
業
所
施
設

貸
付
金
の
額
算
定
基
礎
に
基
づ

い
て
算
定
さ
れ
、
融
資
率
は
中

小
企
業
主
九
十
が
以
内
、
大
企

業
七
十
Mm
以
内
ま
た
は
八
十
が

以
内

利

率

中

小

企

業

年
七
・
五
%

大
企
業
年
八
Mm

償
還
期
間
五
1
三
十
年
以
内

申
込
先
十
八
、
親
和
、
西
九
州

信
金
、
九
州
相
互
、
長
崎
相
互

各
支
庖

※
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
前
記
の
各
金
融
機
関
へ

-
中
元
資
盆
と
し
て

ご
利
用
下
さ
い

。
大
村
市
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
限
度
三
百
万
円
以
内

融
資
期
間
運
転
資
金

二

カ

年

以
内
設
備
資
金
三
カ
年
以
内

利
息

貸
付
料
年
八
戸

保
証
料
一
・
二
二
%

取
扱
市
内
全
金
融
機
関

。
小
企
業
経
営
改
善
資
金

融
資
限
度
五
十
万
円
以
内

融
資
期
間
二
カ
年
以
内

利

息

年

七

%

担

保

保

証

人

不

要

取
扱

菌
民
金
融
公
庫
代
理
金
融

機
関

※
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
商
工
会
議

所
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

圃
こ
と
ば
の
教
室
の

電
話
番
号

先
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
こ

と
ば
の
教
室
」

の
電
話
番
号
は
、

ま
ち
.
か
つ
て
お
り
ま
し
た
の
で
訂

正
し
ま
す
.
電
③
l
一
三
八
七

nピ
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